
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○職員の資質向上

・各教科で授業研究会（公開授業・合評会）を実
施し、授業の質を向上する。
・定期考査や模擬試験の結果を分析し、生徒の学
力の現状把握を行い、進学実績を向上する。
・「オンリーワン活動」の一環としての「総合的な探
究の時間」で課題研究の指導力向上を図る。
・教育改革について関心を抱く。

・担当者、実施日等を全職員に周知徹底し、授業参観を行う。また、合評会の実施
を促す。
・課題研究の指導について職員研修会を実施し、指導方法に関する情報や知識の
提供する。
・ＡＬ（主体的・対話的で深い学び）的視点に立った授業改善に取り組む。
・大学入試改革に沿った進路指導を行う。

・90％以上の実施率であった。
・学年ごとの教科担当者会等で
模試分析や今後の指導方針等を
話し合い、学年で共有することが
できた。
・高大接続改革担当を配置し、情
報の収集と職員への案内報告を
行った。

・担当者、実施日について、日報に載
せることで全職員に周知し、授業参観
を促す。また、参観シートの活用を促
す。
・課題研究を含む「総探」では、より取り
組みやすい教材の選定や指導力向上
のための研修会を行う。

１学年の目標を達成する。

・二者面談や日々の記録等を通し、生活リズムの確立を図り、学習の習慣を定着
させる。
・難関大学合格者の体験談や学習方法を提示し、参考にさせる。
・図書部と協力するとともに、授業やHRを利用し、本の紹介をする。
・課題研究において情報を収集を行い、自己理解を深め、興味の方向性を決定さ
せる。

・皆勤者が100名を超えた。
・学習サイクルが定着しつつあ
り、県順位などが微増した。
・校外の活動に150名を超える生
徒が参加し、文理選択の材料と
なった。

・学習PDCAの更なる定着を図り、必要
に応じて面談を行い、学年全体の学習
基礎定着を図る。
・校外学習活動やオープンキャンパス
に参加させることで、キャリア意識の向
上を図る。

２学年の目標を達成する。

・二者面談や日々の記録等を通し、生活習慣の確認を行い、自己管理・時間管理
の意識向上を図る。また、整理整頓、掃除の徹底など学習環境づくりを徹底し、学
力向上を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・授業を重視し、指導
の工夫を通して進路目標に応じた学力の定着を図る。また、大学等の企画に参加
し進路について自ら考え、自己理解を深める機会を持たせる。
・探究活動を通して、情報を収集・編集する力や協働し、発信する力などを身につ
けさせる。

・皆勤の生徒は９０名程度であっ
た。
・面談習慣以外にも時期に応じた
面談を行った。進路目標を具体
的にいえる生徒は7～８割となっ
た。
・キャリア甲子園の取り組みにつ
いては、SDGｓについて考えられ
た内容であった。

・志望理由書を作成する中で進路意識
を向上させ、目標を明確化させる。ま
た、適宜面談を行い志望校の具体化を
図る。
・学習の記録や模擬試験結果をもと
に、学習状況と各教科の理解度・定着
度を確認し、実力向上を図る。

 ３学年の目標を達成する。

・二者面談や日々の記録の記載を通して基本的生活習慣の再確認をさせ、最上級
生としての自覚を持たせるとともに、社会人としての基礎基本の指導を行う。
・授業重視、課題提出の徹底、成績の分析、学力層に応じた指導の工夫など進路
目標に応じた学力の強化を図り、進路目標の実現を達成する。
・探究活動との連携を図り、小論文指導や面接指導などを通して、個に応じた進路
指導を行っていく。

・皆勤者は100名程度であった。
・国公立大学AO・推薦合格者は
27名であった。二次試験出願者
は、前期75名、中期5名、後期59
名である。道半ばで私大へと進
路希望を変える生徒が少なから
ずいた。
・キャリア教育アンケートの結
果、「できた」「ある程度できた」は
９割を超えた。

・最上級生さらに社会人としての振る舞
いについて、学年集会等で随時訴え、
行動を促していく。
・5教科体制でセンター試験まで引っ
張っていくことを学年・教科とより一層
共有し指導にあたる。
・AO入試の個別指導を引き続き早期
から丁寧に行う。

●志を高める教育
自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持ち
を高める教育活動の推進。

・全校生徒参加の伝統の天山登山を実施し、郷土の自然に親しみや雄大さ、大切
さを学び、愛着を深める。
・「キャリヤ教育講演会」や「さがを誇りに思う講演会」を実施し、佐賀から、世界へ
事業を展開されている企業等の代表者から話を聴き、地元小城や佐賀の魅力を深
める。

・郷土への誇りや愛着に関する
アンケートでは肯定的な回答が８
０％弱であった。

天山登山や地元企業代表者による講
演会等を実施し、地元小城や佐賀の魅
力を深める取り組みを進める。

●学力向上

・家庭学習の習慣を定着させる。
・生徒全員が授業に意欲的にのぞむことができ
る。
・生徒が個々に掲げる進路目標を達成することが
できる。

・学期毎に１回以上の進路検討会、教科担当者連絡会を実施し、ホームルーム担
任、教科担任が生徒一人一人の進路実現に必要な指導内容を共有する。
・学習時間調査を定期的に行い、主体的学習習慣の確立を図る。
・各種講演会を実施し、生徒の学習意欲を高める。
・具体的な短期目標を設定させ、進路目標を達成させる。

・進路検討会、教科担当者連絡
会を適切に開催し、学年の学習
および進路指導の共通理解をは
かることができた。
・学習時間調査に基づく生徒の
学習状況の把握は行うことがで
きたが、主体的学習習慣の確立
に課題を残した。
・各種講演会は効果的に実施で
きた。
・３年生の進路について、２月段
階の見通しとしては、国公立大に
ついて８０名以上の合格は厳しそ
うであるが、難関４年制大学につ
いては関西関東方面の難関私大
の合格者数が増加しそうである。

・生徒の志望実現を最重要な指導指針
に据え、学年・教科・進路等、多様な立
場から、生徒自身が最後まで志望およ
び受験勉強を貫徹できるよう支援して
いく。
・学年、学校全体が共通の意識を持っ
て生徒一人ひとりの学習、進路指導に
あたることができるように、各種検討
会、連絡会を、進路指導部が中心と
なって一層充実させる。
・学習時間調査の活用について、学年
と進路指導部で各回毎に検討し、各次
回に向けた学習指導を行う。
・講演会による生徒の進路意識の向上
に今後も取り組んでいく。
・高大接続改革、新大学入試に関する
情報の収集と必要な指導の学年およ
び教科との共有を図る。
・総合型・学校推薦型入試への早期対
応を行い、学校全体で取り組む体制を
構築する。

○教育の質の向上に向
けたＩＣＴ利活用教育の実
施

・研修や授業研究などを通してＩＣＴ機器を利活用
する技術・能力を向上させる。
・生徒の授業評価の「Ｂ」以上の率を向上させる。

・研修会や授業研究会等を通して教科内、教科外のICT機器利用方法を学び、そ
の活用を図る。
・Classiやスタディサプリなどを効率的に利用し、生徒の学習用PCの利用時間の増
加を目指す。

・Classiによる生徒への資料配付
やアンケートを実施。スタディサ
プリの職員研修会や生徒説明会
を実施。授業振り返りに活用させ
た。

・より効果的な使い方等について定期
的に研修会を実施していく。
・動画視聴など生徒の苦手教科の復習
等に活用させていく。

○読書の奨励
・「朝の読書」により生徒の読書習慣の定着をは
かる。
・図書館の本の貸し出し冊数を増加する。

・「生徒が利用しやすい図書館作り」を推進し、「図書館だより」等積極的に広報活
動を行ていく。
・「朝の１０分間読書」のあり方について、各分掌・学年・教科と連携して内容の充
実・改善を図る。

１０分間読書の時間に新聞記事
を利用した読解力等を高める学
習を行えた。
貸出冊数はほぼ一人当たり６冊
に達することができている。

今後も朝読書に取り組み、新聞を利用
した社会性を高める取り組みや新聞コ
ンクールへの応募を行いたい。一人あ
たり年間１０冊以上の読書と図書館か
らの６冊以上の貸し出しを目指す。

②部活動や地域への社会貢献活動に積極的に挑戦し、マナーを身に付け、ルールを遵守する態度を養い、責任ある行動がとれる習慣をつける。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

〇部活動の振興
・部活動の加入率の向上を目指す。
・「文武一途」の則った部活動の運営を行う。

・部活動紹介や掲示物等を有効に活用し、新入生に対して各部の魅力を伝え、加
入を促す。また、２・３年生に対しても、部活動未加入者に対して、部活動加入を促
す。
・部活動と学習が両立できるよう19時完全下校を厳守させる。

・部活動の加入率は78.9％にとど
まった。
・日々の活動においては、勉学と
の両立を図ることができた。

・1年生の加入率は88％であった。
途中でやめないような、一人一人
の生徒の居場所作りの組織運営
を図る。　　　・平日だけではなく、
休日における活動時間を効率よく
するための共通理解を図る。

〇安全防災教育
・安全で快適な学校環境を維持整備する。
・災害に適切かつ臨機に対処する。

・毎月安全点検を行い、危険箇所があればすぐに対応する。
・防災（火災・地震等）避難訓練を実施する。
・救急法についての職員研修を行う。

・防災避難訓練を計画通りに実
施できた。
・机のささくれでケガをする事例
が複数あった。
・救急法についての職員研修を
行ったが、参加者が少なかった。

・安全点検を月１回実施し、校内の安
全確保に努める。
・救急法に関する職員研修の実施日に
ついて、職員が参加しやすい日程を選
定する。

〇地域・社会貢献 ・ボランティア活動に年間３回以上参加する。
・地域のボランティア活動に、生徒会役員が中心になって、個人、部活動単位で参
加できるよう、日程等を早めに生徒会より発信する。

・地域の清掃活動においては水
路や神社の清掃活動を定期的に
行った。　　　　　　　　　　　　・幼稚
園の行事運営にも参加した。

・各部活動においての参加だけではな
く、一般生徒諸君の参加まで広げてい
くことができるようにする。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

〇キャリア教育の推進 ・課題研究の成果を生かした進路を実現する。

・全学年対象にキャリア教育講演会、1年生対象にキャリア教育特別講演会を実施
する。
・「総合的な探究の時間」で、１、２年生では課題探究活動を、３年生では自己探究
活動を実施し希望進路の実現につなげる。

キャリア教育生徒アンケートでは
肯定的な回答が90%を超えた。

・学年に応じた講演会や活動を実施
し、生徒の希望進路の実現に向け、情
報発信を行う。

●心の教育
・すべての生徒が規範意識を持って学校生活を送
ることができる。
・健全な心の育成に努める

・個々の生徒の能力を最大限に伸ばす事を目標に、必要に応じて指導計画を作成
し、支援を行う。また、各学期毎に支援の評価及び計画の修正を行う。
・学校生活に困難さを抱えている生徒に関しては、本人及び保護者の意向をふま
えて、関係専門機関との連携を図りながら、支援会議を行うなどチームでの支援を
行う。
・悩みや困難さを抱える生徒または保護者にはSCや外部機関等を紹介して、専門
家のアドバイスを参考にできるようにする。

・生徒、保護者からの要望に応じ
て、必要な全ての生徒の個別の
支援計画及び個別の指導計画
の作成を行った。
・関係専門機関との連携及び支
援会議を開くことが出来た。
・SCを最大限活用した。
・人権学習・進路保障ＨＬ、人権
教育講演会を計画通り実施でき
た。

・SCの活用については、配当時間を今
年度より増やして頂くように、県に働き
かける。また、各専門機関との連携を
より一層強化していく。
・要望に応じて、必要な全ての生徒の
個別の支援計画、個別の指導計画を
作成する。

●いじめ問題への対応

・いじめはやらない、許さないという意識を持ち、い
じめのない社会の創設を目指す姿勢を養うことが
できる。
・いじめの早期覚知を行い、適切に対応できる。
・情報モラルの確立を行う。

・いじめアンケートの実施と相談しやすい体制の確立によって、より正確な実態の
把握に努める。
・全校集会、学年集会やＬＨＲなどで、いじめは許されない行為であることを繰り返
し訴え、生徒に自覚を促す。
・生徒の状況に応じて、個人面談等を積極的に行う。
・年度当初に情報モラル講演会を行う。常時、全校集会、学年集会やＨＲでSNSの
危険性を訴える。

・今年度、いじめ事案が２件おき
た。
・SNSによるトラブルは、昨年度よ
り減少傾向にあるが、生徒のイ
ンターネットに対する認識の低さ
を感じるため、今後の指導を徹
底する必要性を感じた。

・個人面談をしっかり行い、生徒の
少しの変化も見逃さないよう
にする。
・いじめアンケートに対してチーム
として対応する。

●健康・体づくり 規則正しい生活習慣の定着を図る。
・保健講話や保健だより（年６回）を通じて、健康に関する知識や理解を深める。
・保護者にも協力を仰ぎ、規則正しい生活習慣の確立や、治療率の上昇に努め
る。

・保健室利用回数は1人あたり2
回までに納まった。
・治療率は２９％で目標を上回っ
た。
・泡石鹸の設置により、手洗いの
頻度が増えた。

・保健講話や保険だより、全校集会等
で、健康に関する知識や理解を深め、
日頃から規則正しい生活習慣の確立
に努める。
・感染症に関する注意喚起に努める。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

〇学校経営方針
・教育方針（校訓）、教育目標、重点目標（経営ビ
ジョン）の周知を行う。

・PTA総会、学校ホームページやメール配信等を通して、機会あるごとに周知す
る。

ＰＴＡ総会の参加者数はやや減
少した。

・PTA総会、学校ホームページやメール
配信等を通して、機会あるごとに周知
する。

〇開かれた学校づくり

・地域に信頼される学校づくりを行う。
・学校行事や教育活動の広報活動を行う。
・体験入学及び学校説明会の充実を図る。
・PTA総会や、PTA関連行事への保護者の参加
率を向上させる。

・学校ホームページの更新を月に4回以上行う。
・佐城地区普通科高校での体験入学の日程調整をする。
・説明会に多くの職員に出向いてもらい、さまざまな角度から本校の魅力を直接中
学生に紹介する。
・PTA役員との協力により保護者への参加を促す。

ＰＴＡ総会の保護者参加率は５割を
下回った。ＰＴＡ行事の削減・雨天中
止により、保護者の実参加率も減少
した。

・部活動の大会結果などを早めにホーム
ページで伝えるようにする。
・今後も早めの案内・連絡を文書・メール等
で実施する。

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

・年次休暇の積極的な取得推進を図る。
・教職員の勤務実態を正確に把握する。

・職員会議や朝礼等を活用し、「働き方改革」の周知を徹底することにより、教職員
の意識の高揚を図る。
・毎月の衛生委員会や業務記録票、また部活動計画により教職員の勤務実態を
把握し、業務内容の平準化等による勤務の適性化を図る。
・毎週１日以上の定時退勤推進日を設定し、長時間労働の是正に取り組む。
・週休日の出張に対しては、振替休日の取得を推奨する。

・毎週月曜日と定期考査時を定
時退勤推進日に設定した。
・振替休日の取得率が向上した。
・長期休業中の年休取得など働
き方改革の職員の意識高揚が図
れた。

・毎月の業務記録票、また部活動計画
により教職員のタイムマネージメントの
意識を促進する。
・継続して、毎週1日以上の定時退勤推
進日を設定し、振替休日の取得を推奨
する。学校閉庁日を設ける。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

A

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

①今年度の保護者に対する「教育活動アンケート」から、本校の教育諸活動には90パーセント以上の肯定的な評価を得た。特に、ＩＣＴの利活用を進めていることの評価が上昇した。
②本校生徒の大多数は、４年制大学をはじめとする上級学校への進学を希望している。今年度から２年間、本校は「学力向上」研究指定校として授業改善とキャリア・カウンセリングの視点を取り入れた対話の実現を柱としたキャリア教育の更なる充実に取り組んでいる。合格実績の向上のみならず、ICT利活用を通じたわかる授業の創造、豊かな学習時
間の時間を生み出す効果的な指導、個に応じた学習活動の充実により生徒の「生きる力」の育成を図っていく。
③教育の第一義である生徒の安全安心な学校生活の確保のために、教育相談の充実を図るため、独立校務分掌として教育相談部を設置し常駐３名体制を取り、スクールソーシャルワーカーや特別支援教育スーパーバイザー等、外部機関と積極的に連携しながら個別の事案に対し、迅速且つ適切な取組を実践することができた。次年度以降も多様化す
る生徒の指導・支援にきめ細やかな対応を推進していく。
④「文武一途」を実現するために、学習活動とともに部活動や生徒会活動等を充実させ、生徒の全人格的人間形成を図っていく。特に、部活動については教職員の「働き方改革」を踏まえ効果的な指導を実践し最大限の教育効果があげられるよう、指導体制の充実に努めていく。
⑤教職員の共通理解・共通実践のもと、様々な活動に対する生徒の主体的な態度を育成しながら本校の教育諸活動の成果を地域・保護者にPRすることで、今年度の生徒募集は定員を大きく上回った。来年度も、地域社会と連携協働し、明るい学校、信頼される学校づくりを推進していく。

具体的目標 達成度

学校
運営

・本年度の教育目標・重点目標および教育活動につ
いての周知を図る。
・PTA総会の内容の充実を図り、参加者数の増加を
目指す。

B

・学校行事や公開授業など1年間の行事の中で１回で
も参加した保護者の数を60％以上にする。
・体験入学参加者数を増加させる方策を実践する。
・PTA総会の保護者参加率を50％以上にする。

B

・国が推進する「働き方改革」の周知・徹底を図る。
・教職員の健康保持・増進のために、労働環境の充
実を図る。

B

・保健室利用回数を1人あたり２回までに納める。（県
平均２．５回）
・治療率を２５％にする。（平成３０年度は１７％）

A

④地域社会と連携協働し、開かれた明るい学校、信頼される学校をつくる。

具体的目標 達成度

教育
活動

・キャリア教育生徒アンケートで、課題研究が「役に
立った」、「ある程度役に立った」を合わせて、９割以
上とする。

A

・個々の生徒の得意分野を伸ばし、不得意分野を互
いに補いながら、共に認め合い支え合う集団を作る。
・不登校生徒を減らす。
・基本的生活習慣の確立を目指し、遅刻欠席早退を
減らす。
・自己理解を深める。

B

・いじめ０を目指す。
・公平・公正の意識を高め、いじめを許さない姿勢を
身につけさせる。
・いじめを覚知したら、組織的に的確かつ迅速な対応
を行う。
・SNS上でのトラブル（誹謗中傷、肖像権等）の怖さを
認識させ、情報モラル教育の推進を図る。

B

・ボランティアに参加することによって、奉仕の心を養
い、人のために働くことの意識の醸成を図る。

B

③授業・学校行事等への積極的参加により、心身のバランスのとれた発達を促し、問題解決への意欲・態度・能力を育み、豊かな人間関係を築く。 

・、読解力、理解力等の育成のために、朝の１０分間
読書を推進し、新聞等を利用して社会性を高める取り
組みを行う。
・図書館の貸し出し冊数を一人当たり6.0冊以上を目
指す。

A

具体的目標 達成度

教育
活動

・部活動の加入率が９０％以上となるうに入部推奨を
図る。
・日々の活動において、勉学との両立の重要性を意
識し、質の高い練習を実践する。

B

・校内施設が起因によるけがを０にする。
・災害（火災・地震等）時にどのように対処し避難すれ
ばよいか理解し実践する。

教育
活動

・郷土小城や佐賀について学ぶ活動や講演会を実施
し、アンケート等で郷土に愛着を持っている生徒８０％

以上にする。
A

・予習・復習、課題提出に関する指導を徹底する。
・現役の国公立大学合格者80名以上、難関4年制大
学合格者5名以上にする。

B

・校内でのICT利活用研修などへ全職員が参加する。
・教員全員が電子黒板、学習用PCなどのICT機器を
利用した授業実践ができるよう、指導法の改善を図
る。

A

・年間皆勤の生徒を120名以上にする。
・進路目標を具体的に言える生徒を９割以上にする
・オンリーワン課題探究発表後、課題探求・キャリア甲
子園への取り組みが「できた」と評価する生徒を９割
以上にする。

B

・年間皆勤の生徒を120名以上にする。
・各自の進路目標の実現に向けた進路指導と教科指
導を行い、国公立大学合格者を80名以上、うち難関
大学合格者を５名以上にする。
・キャリア教育アンケートで、「できた」、「ある程度でき
た」を合わせて９割以上にする。

B

具体的目標 達成度

学校
運営

・年度当初に年間の授業研究計画を作成し、公開授
業・合評会を100％実施する。
・試験結果の分析を通して、生徒の現状を踏まえた授
業内容や学習活動の指示を行う。
・高大連携改革及び新学習指導要領について概念を
把握する。

A

○学年経営

・年間皆勤の生徒を１００名以上にする。・学習PDCA
サイクルの基礎を定着させる。
・図書館貸し出し冊数を年間平均５冊以上にする。
・根拠を持って文理選択ができる生徒を９割以上にす
る。
・ボランティア活動など校外活動に積極的に参加をさ
せる。

A

①　授業力の向上により、生徒の進路意識を高揚させ、主体的な学習習慣の形成と学力の向上を図り、個に応じた進路保障を実現する。

平成３1・令和元年度　佐賀県立小城高等学校　学校評価結果

教育方針
○本校の校訓である「創意Originality」「挑戦Challenge」「誠実Integrity」 を実践す
る。
○「文武一途」を奨励し、総合力としての「生きる力」を育成する。
〇国の教育方針や教育改革の流れに敏感に反応し、進んで「教育イノベーション」に
取り組む。
学校教育目標
○明るく活気に満ちた教育活動の推進、知・徳・体の調和のとれた健全な人材の育
成、教職員と生徒の相互の敬愛と信頼関係の構築を教育目標とする。

①「確かな学力」の育成
　　〇資質・能力の３つの柱である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」の育成　　〇基礎的・基本的な知識
技能（基礎学力）の定着　　〇個に応じた受験学力の育成
②「豊かな人間性」の育成
　　〇（情報）モラル教育の推進　　〇「いじめ」の防止対策の推進　　〇ボランティア精神の涵養　　〇人権・同和教育の充実
③「健康・体力」の育成
　　〇部活動の活性化　　〇健康の自己管理能力の育成

３　目標・評価

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


